
 

 

令和７年度の取組内容の報告及び令和８年度の活動方針（案） 

令和７年度の取組内容（こども部会） 令和８年度の活動方針（案） 

新  こども支援部会  主な取組内容及び課題 成果及び結果 

福井市支援が必要な児童に関するハンドブックについて 

 

・ハンドブックに「年長児における放課後等デイサービスの検討」、「就労選択支

援」に関する内容を追加した。令和８年４月に第４版を発行予定。 

・「福井市における障がい相談支援体制」図の活用方法について検討を行った。

今後は、ホームページに掲載し、支援者向けに活用の周知を行う。 
 

○地域のインクルージョン推進に関すること 

・令和９年度の福井市障がい児福祉計画の策定に

向け、過去５年間のサービス利用の実績をもと

に、障がい児の地域社会へのインクルージョン

推進体制の協議・検討を行う。 

・児童クラブにおける障がい児支援について、関係

機関とワーキングを開催する。 

 

 

○障がい児支援の充実に関すること  

  ・児童発達支援センターを中核とした障がい児支援の

充実を図るため、引き続き協議・検討を行う。 

・令和８年度の地域障がい児支援体制強化事業の 

外部評価を実施する。 

 

 

○重度障がい児の支援に関すること 

・令和９年度の福井市障がい児福祉計画の策定に

向け、重度障がい児支援の課題を把握し、協議・検

討を行う。 

 

 

 

児童発達支援センターを中核とした障がい児支援体制

整備について 

 

・こども部会で地域障がい児支援体制強化事業の評価シートを作成した。 

・地域障がい児支援体制強化事業の評価シートに沿って、児童発達支援センター

の自己評価、障がい福祉課の行政評価が行われた後、それをもとに、こども部会にて

外部評価を行った。 

・外部評価を通して、本市の障がい児支援体制について協議を行った。 

 

教育と福祉の連携について 

 

・学校教育課から教育における不登校支援の状況について情報提供を受け、教育

と福祉の連携について協議を行った。 

・「不登校」をテーマに医療、教育、福祉の関係機関が発達障がい児支援につい

て研修を開催した。 

日時：令和８年２月２０日（金） 

場所：きらら館 

内容：発達特性と不登校の関連を学ぶ～児童が安心して学校・地域・家庭で   

過ごせるために支援者ひとりひとりができること～ 

 

保健と福祉の連携について ・こども家庭センターから５歳児健診実施に向けた取組内容について情報共有

を行った。 

 

地域課題について 

 

 

・児童クラブにおける障がい児支援について 

児童クラブの担当課と児童クラブにおける障がい児支援の現状と課題について

意見交換を行った。 

 

・普通高校における就労支援について 

普通高校における意思決定支援について課題提起を行い、高校教育課より各学校

に丁寧な支援を行うよう周知することとなった。 

 

 

資料１ 


